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ホームは尼僧の願う“霊山浄土”
家族や地域の連携と職員の
手厚いケアで暮らしを支える
千葉県匝瑳市にある「グループホーム天

て ん く

鼓」は、
日蓮宗の尼僧の思いがこもったグループホーム。
回想法や理学療法士によるマシンを活用した
リハビリなど頭と体の双方に働きかけるケアを実践。
他にも、ターミナルケアや地域交流に力を入れており、
家族や地域とともに成長し続けている
同ホームの取り組みを取材した。

千葉県匝瑳市飯倉台10-15　TEL.0479-73-6221
　　　　　　　　　　　　　　　　0479-73-5181

株式会社セブンワーカーズ
「グループホーム天鼓」
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Ｊ
Ｒ
総
武
本
線
飯
倉
駅
か
ら
徒
歩
５

分
の
住
宅
地
の
一
角
に
拠
点
を
構
え
る

株
式
会
社
セ
ブ
ン
ワ
ー
カ
ー
ズ
は
、「
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
す
ず
ら
ん
」を
は
じ

め
、「
訪
問
介
護
事
業
所
す
ず
ら
ん
」や

「
デ
イ
ホ
ー
ム
す
ず
ら
ん
」、「
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
天
鼓
」（
２
ユ
ニ
ッ
ト
）の
４
つ
の

介
護
保
険
事
業
の
ほ
か
、
ヘ
ル
パ
ー
養

成
事
業（
す
ず
ら
ん
介
護
福
祉
学
院
）や

介
護
タ
ク
シ
ー
な
ど
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
て
い
る
。

今
回
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る「
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
天
鼓
」は
２
０
０
４
年
８
月
に

オ
ー
プ
ン
。「
認
知
症
に
な
る
と
精
神
病

院
へ
の
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
人
生

で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
生
活

が
続
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
私
た
ち

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
証
明
し
た
か
っ

た
の
で
す
」と
同
社
の
代
表
で
も
あ
る
金

沢
惠
俊
施
設
長
が
話
す
よ
う
に
、同
ホ
ー

ム
で
は
、
回
想
法
や
リ
ハ
ビ
リ
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
な
ど
充
実
し
た
ケ
ア
を
通

じ
て
、
入
居
者
の“
そ
の
人
ら
し
さ
”を

支
え
、
最
期
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
事
業
所
づ
く
り
に
尽
力
し

て
い
る
。

回
想
法
で
は
、「
回
想
法
ト
レ
ー
ナ
ー

養
成
講
座
」を
修
了
し
た
職
員
が「
グ

ル
ー
プ
回
想
法
」を
実
践
す
る
。
８
人
程

度
が
１
つ
の
チ
ー
ム
と
な
っ
て「
先
生
」

「
運
動
会
」な
ど
毎
回
１
テ
ー
マ
を
設
定
、

一
人
ひ
と
り
の
入
居
者
か
ら
思
い
出
話

を
引
き
出
し
て
い
く
。
生
活
相
談
員
の

向
後
奈
々
さ
ん
は
、「
日
常
の
ち
ょ
っ
と

し
た
会
話
を
発
展
さ
せ
て
回
想
法
を
実

践
す
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
」と
説
明

す
る
よ
う
に
、
皆
が
集
ま
っ
た
と
き
な

ど
に
即
興
で
実
践
で
き
る
点
も「
グ
ル
ー

プ
回
想
法
」の
メ
リ
ッ
ト
だ
と
指
摘
す

る
。
取
材
当
日
も
向
後
さ
ん
が「
戦
争
の

思
い
出
」を
テ
ー
マ
に
回
想
法
を
始
め
る

と
、
身
振
り
手
振
り
を
交
え
て
当
時
の

思
い
出
を
熱
く
語
り
出
す
入
居
者
の
姿

が
印
象
的
だ
っ
た
。

リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
は
、
病
院
の
理

学
療
法
士
が
定
期
的
に
同
ホ
ー
ム
に
訪

れ
、
入
居
者
の
可
動
域
検
査
を
実
施
、

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
プ
ラ

ン
を
作
成
す
る
。リ
ハ
ビ
リ
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
あ
る
５
台
の
マ
シ
ン
を
使
っ
て

行
わ
れ
る
。

「
リ
ハ
ビ
リ
メ
ニ
ュ
ー
を
記
載
し
た

カ
ー
ド
を
肌
身
離
さ
ず
、
皆
さ
ん
積
極

的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ま
れ
て
い
ま

す
」（
金
沢
施
設
長
）

同
ホ
ー
ム
で
は
10
年
３
月
か
ら
こ
れ

ま
で
に
８
人
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を

行
っ
て
き
た
。
と
か
く
ホ
ー
ム
任
せ
に

な
り
が
ち
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
だ
が
、

金
沢
施
設
長
は
こ
れ
に
異
議
を
唱
え
る
。

「
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
は
ご
家
族
に
と
っ
て

『
親
の
死
』と
向
き
合
う
大
切
な
時
間
で

す
。
で
す
か
ら
、
ご
家
族
と
は
死
に
つ

い
て
よ
く
話
し
合
い
、
１
週
間
は
一
緒

に
泊
ま
っ
て
も
ら
う
な
ど“
ご
家
族
を
巻

き
込
ん
だ
”ケ
ア
を
徹
底
し
て
い
ま
す
」

こ
の
考
え
に
対
し
て
当
初
、「
な
ぜ
そ

こ
ま
で
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
？
」

と
い
う
家
族
の
声
も
あ
っ
た
が
、
実
際

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
か
か
わ
っ
て
み
る

と
、「
家
族
間
の
絆
が
深
ま
っ
た
」な
ど

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

多
い
。
ま
た
、「
職
員
か
ら
は『
も
っ
と

か
か
わ
り
た
か
っ
た
』と
い
う
声
も
聞
か

れ
ま
す
」と
金
沢
施
設
長
が
言
う
よ
う

に
、「
人
の
死
と
向
き
合
う
タ
ー
ミ
ナ
ル

ケ
ア
は
職
員
に
と
っ
て
も
自
己
を
高
め

る
き
っ
か
け
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

と
強
調
す
る
。

「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
」を
目
標
に
掲
げ
る
同

ホ
ー
ム
で
は
、
地
域
に
向
け
た
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。
11
年
９
月
に
は

同
ホ
ー
ム
の
家
族
会
と
連
携
し
て
、
認

知
症
の
理
解
を
促
す
チ
ラ
シ
を
作
成
、

地
域
に
配
っ
て
回
っ
た
。

「
認
知
症
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
し
、

地
域
全
体
で
支
え
て
い
く
こ
と
が
こ
れ

か
ら
は
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
ま
す
」

さ
ら
に
、
今
年
か
ら
地
域
の
人
と
定

期
的
に
開
い
て
い
る
運
営
推
進
会
議
で

認
知
症
の
勉
強
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

認
知
症
の
啓
蒙
活
動
を
さ
ら
に
強
化
し

て
い
く
予
定
だ
。

「
職
員
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
安
全
・

安
心
の
生
活
は
、
熱
い
思
い
の
職
員
が
大

切
。
研
鑽
を
積
ん
で
入
居
者
様
の
笑
顔
に

つ
な
げ
た
い
で
す
ね
」（
金
沢
施
設
長
）

（
撮
影
：
関
口
宏
紀
　
文
：
編
集
部
）
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↑生活相談員の向後奈々
さん
←当時の記憶を思い出せ
るよう話題を引き出すの
がポイント↑玄関先でサヤエンドウを収穫する入居者
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昔
の
こ
と
は

実
に
正
確
に
語
る

回
想
法
で
の
思
い
出
話
は

入
居
者
が
い
き
い
き
と
輝
く
瞬
間

“
家
族
を
巻
き
込
む
”

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
実
践

認
知
症
の
勉
強
会
な
ど

地
域
の
理
解
を
深
め
る

取材当日はデイサービスの利
用者も一緒に参加してグルー
プ回想法を実践

↑日蓮宗の僧侶でもある金沢施設
長がホームで入居者の供養を行う

→デイサービスにあるマシンの数々

↑同ホームでは歌や民謡を月にそれぞれ８回開催。写真
はピアノの先生を招いた音楽会の様子

→２０１１年に新設した避難用すべり台

↑戦争当時の出来事を皆の前で熱く語る入居者

金沢惠俊施設長

居室で職員と話に花が
咲くこともしばしば


